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ア カ ガ イ の 種 苗 生 産

田中 俊輔 ･佐藤 敦 ･川村 要

本年度は昨年度か ら継続 して行っている】) アカガイ初期付着椎貝の成長および生残率､2)陸奥湾

産垂下養殖アカガイと桁網採補によるアカガイの性比についてまとめた｡また､本年度 も3) アカガイ

浮薄幼生の飼育を行い､若干の椎貝を得ることができたのでその概略を報告する｡

1) アカガイ初期付着椎貝

(人工採苗 による) の成長

材 料 と 方 法

昭48年10月1]日か らの継続試験 として､それぞれ殻長が異なるアカガイ椎貝 (殻長の範囲は 1- 2m

2- 3m､ 3- 4m､ 4- 6nmの4種類 )をシャーレに50個ずつ (但 し､ 4- 6mmは21個､なお､椎貝

は成長に伴ってパールネットに移 しかえた )入れ､当所沖の筏 (水深 6m )に垂下し､ 1ケ月毎にそれ

ぞれの成長と生残率を測定した｡

また､昨年度初期付着椎貝の成長を検討 した結果､冬期間の成長は殆んど認められなかったので､海

況の異なると思われる3地点､すなわち､日本海側の西部鯵ヶ沢町沖 (水深15m )､湾口部に近い東郡

平館村船岡 (水深35m )､および当所沖の筏 (水深 6m )に平均殻長 1.2cm のアカガイ椎貝をパールネ

ットに収容 して垂下し､それぞれの成長と生残率を比較した｡

結 果 と 考 察

殻長別初期付着椎貝の成長と生残率について､その測定結果を第 1表に示す｡

第 1表 殻長別付着椎貝の成長 と生残率

年 月 日 1～ 2 mm 2- 3 7n
m殻 長 掃殻長範囲 局生残率(@)殻 長 軸 殻長範囲 6m)

生残率(@)49.4.ll 4.6土 0.9 6.4- 2.5 86 7.2土 0.

8 9.2- 5.4 9449.5.9 5.0士 1.2 7.4- 2.8 86

8.3士 1.0 10.4- 6.0 9449.6.12 7.7士 1.7 ll.4- 4.0

86 12.7士 1.3 14.9- 9.6 9449.7.12 12.2土 2.1 16

.5- 7.1 86 18.9士 2.0 23.4- 13.8 9449.8.8 20.1士 2

.4 24.7- 15.0 86 24.0士2.7 29.9- 17.7 9249.9.20 25.0
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年 月 日 3- 4 珊m 4- 6 n
m殻 長 6ma殻長範囲 局 生残率(i) 殻 長 局殻長範囲

局 生残率㈲49.4.ll 9.3士0.9 ll.4- 7.7 100 12.2士 1.1

14.4- 10.6 10049.5.9 10.2土 1.1 13.5- 8.2 100 14.1

士 1.1 16.2- 12.6 10049.6.12 15.1土 1.3 17.6- ll.8 1

00 20.0士 1.5 23.2- 17.5 10049.7.12 21.1土 1.3 22.8-

18.3 100 25.0土 1.9 29.0-22.0 10049.8.8 26.5土 1.9

31.4-22.5 100 32.0土 2.6 37.4- 27.7 10049.9.20 34.8士 3.8 43.0- 26.0 100 40.5士 3.1 47.0- 35.0 lob

アカガイ椎貝の成長は前述したように12月10日～ 2月12日までの約 2ケ月間に各殻長サイズともそれぞれ平均で0.

2m､0.5mm､0.2冊机､0.5nzmの成長が見 られたにすぎず､この期間の殻貞サイズ別平均日間成長量は第 1図に示すように12月10日から1月10日にかけて殻長は7jL/日､殻高は5JL/日､同じ

く1月]0日から2月12日

までは5LL/冒IO.rlH.10 J2.JO I.JO 2.J2 4.H 5.9 6.t2 7J2 e.8

9･20I973 I974

年 月 日

第 1図 アカガイ椎貝の日間平均成長量

● 殻 長 ○ 殻 高 3FL/日､

同じく2月12日から

4月11日までは8P/日､5LL/

日であった｡しかし､冬期間には成長のみら

れなかったアカガイ椎貝も4月中旬から成長を始

め､7月12日から8月 8日にかけての平均日

間成長量は 1年間で最高の23

5FL/日､159FL/ 日の成長を

示 した.また､1973年10月1

1日か ら1974年 9月20日までほぼ 1

年間のアカガイ椎貝の殻長組成の変化を

第 2図に示す｡また､第 1奉に示 した

ように試験終了時における(昭49年 9月20日)生残率は1～ 2m､ 2- 3mmではそれぞれ6

6%､88%で 3- 4mm､ 4- 6珊mはいづれ も100%の生残率を示 した.上述 したように陸奥湾内では冬期
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2I J113,//./o20lO /叩 3,IO.I/IsJO15 20 25 30 35 4
0 45殻

長 rnrn弟 2図 ア

カガイ椎貝の殻長組成の変化成第 2表 海域別付着椎貝の成長と生残率 21日の測定時と平均

殻長が同じであった｡これは日本海側では冬期

間の波浪のためにネットの中で椎貝

がぶつかりあってこすられたものと思われ､貝

殻表面が白くなっていた｡また､鯵ヶ沢町沖の

アカガイ椎貝について調べたところ､その生残

率は58%と他の2ヶ所に比較して､劣ってい

たのでこの時点で鯵ヶ沢町沖の試験は中止した｡

茂浦と平館では2月中旬～ 6月中旬にかけて

若干平館の方が成長が上まわるようであったが､

その後成長に特に顕著な差は見られず､生残率は8月16日の測定

でそれぞれ86%と96%であったo年 月 日 茂 浦 年 月 日 平 館殻 長

(m1)殻長範囲揖 生残率(i) 殻 長 (mi)殻長範囲揖 生残率(i)49.1.21 1.

3土 0.1 1.6- 1.1 100 49.1.21 1.3士 0.1 1.6- 1.1 10049.

2.16 1.2士 0.1 1.7- 1.0 100 49.2.15 1.3士 0.1 1.7- 1.1 10049.4.19495.2049.6.1749.7.1649.8.16 1.4土 0.21.7士 0.22.3士 0.22.8士 0.33.4士 0.3 2.0- 1.12.3- 1.42.8- 1.63.5- 2.04.1- 2.5 100100989896 49.4.1849.6.1449.8.16 1.7土 0.22.3士 0.23.5士 0.3 2.1- 1.22.9- 1.84.1- 2.

6 1009686年 月 日 鯵 ヶ 沢殻

長 (孤) 殻長範囲揖 生残率(i)49.1.21 1.3土 0.1 1.6- 1,1 100

492.19
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2) ア カ ガ イの性 比

材 料 と 方 法

東津軽郡平内町浦田産垂下養殖 3年貝 (満年令 )のアカガイの性比は前に簡単に述べたが､今回他の
2)3)4)

資料もあわせて検討したので報告する｡ここで性比をみるために閉殻 したアカガイは昭47年 5月10日か

ら8月8日までのうち10回､それぞれ20個ずつで､肉眼的に雌雄を判定した｡また､昭48年 9月3日に

同じく浦田産垂下養殖 3年貝50個を開赦 し､その性比をみた｡また､垂下養殖中以外のアカガイでは､

昭47年 7月11日から8月15日にかけてむつ市大湊でアカガイ桁網によって採捕した 114個のアカガイの

うち45個についてその性比をみた｡

結 果 と 考 察

浦田産垂下養殖 3年貝の性比を測定日毎に第 3図に示す｡また､それぞれの性比を検討するのに供し

7 8 9

t972 J973

年 月 日

第 3図 アカガイの性比

上より大湊産天然アカガイ(

田村他 )中 大湊産天然アカガイ(菅野他 )

下

浦田産垂下養殖 3年貝 - 71- たアカガイの

殻長組成を第 4図に

示す｡肉眼的に雌雄の

判別の可能であった昭

47年 6月29日の測

定時から8月8日までの

アカガイ140個(辛

均殻長 7.6士0.

5cm殻長範囲 5.8
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12 3 4 5 6 7 8

9 暮OlH213 14I5161710殻 長 cm第 4図 性比の検討に供 したアカガイの殻長組成 :堰 :不明- 84:4:12

で前年閉殻 したアカガイ3年貝同様雄が多かった｡垂下

養殖の 3年貝については上述 したように雌が雄に比較 して少なかったので､昭47年 7月11日か ら8月

15日にかけてむつ市大湊でアカガイ桁網で採捕 したアカガイ 114個(平均殻長 11.0士 1

.9m ､殻長範囲 4.9-14.2αn､年令不詳 )のうち45個について性比をみたと

ころ､雄 :堰 :不明-55.3:28.8:17.7 であった｡このことより､天然に棲息するア

カガイは垂下養殖の 3年貝に比較すると雌雄の判別のつかない個体が17.7%あらた ものの雄の

割合は55.3%をしめ､雄は全体のほぼ半分であった｡今回､垂

下養殖 3年貝の性比は不明個体が仮に雌であったとして も､雄の割合が85%をしめることになる｡これに反 し

て､大湊でアカガイ桁網によって採捕 したアカガイの性比はほぼ 1 :1であり､アカガイの年令 (アカガイの大 きさ)によって著 し(性比にかたよ

りがみられた｡2)また､このことについては他に菅野等が昭40年に､
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雌雄の判別できなかった 1個体を除いて他の 8個体はいずれ も雄であったという｡

以上のことか ら浦田産垂下養殖 3年貝の性比が雄にかたよっていることや､宮城県で報告されている

ように殻長によって雌雄比の異なること､また､田村等の報告のように当年貝が全部雄であったことな

ど､一方､これに反 して桁網によって採捕 されたアカガイ(多年貝 )ではその性比が 1:1に近いこと

などか ら､早急に結論を出すことは難 しいにして もアカガイの場合年令 (アカガイの大きさ)によって

性比が異なっているように思われる｡

3) アカガイの人工採苗

本年度 も若干の付着椎貝を得たので母貝の採捕､産卵誘発状況､幼生の飼育 と付着椎貝の沖出しにつ

いてその概略を述べる｡

産卵誘発に使ったアカガイは陸奥湾内の横浜沖､通称 ｢爆弾場｣ と呼ばれる所で7月22日､ 7月30日

の 2日間にそれぞれ採捕 した47個の多年貝 と東津軽郡平内町清水川で垂下養殖中の 3年貝約 100個であ

る｡

産卵誘発 (誘発には温度刺激を使用 )は7月23日か ら8月13日までのうち13回行い､ 8月13日に雌雄

とも誘発に応 じたので受精､卵洗浄を行って18時間経過 し浮上 した浮済幼生で飼育を開始した｡浮溝幼

盤はO.5 トンのポ リダイヤシー トNa1- 8にそれぞれ 101.4万個､74.0万個､98.9万個､55.4万個､

101･4万個､73･6万個､55･4万個になるようにそれぞれ収容 した｡餌料としてNa1- 4はMoTWChrysis

ZtLtheriを､Na5- 8はMo,wchqTSislzLtheriとGree'Lを混合し､M･んtheri量で飼育水 lmeあたり

0.5万 cells/me- 1_5万 cells/ meになるように与えた｡飼育水の水換えは毎 日水槽底をサイフォン

で90b掃除しながら捨て､さらに､水槽のト 音容をサイフォンで換水 したo N日 とNa5の飼育は受精

後16日､23日目に幼生の様子がおかしくなったので中止 した｡他のす水槽は受精後T6Tq l廿日花採苗器

(ホタテガイ殻をクレモナ糸で通 したもの )を入れた｡採苗器投入後はMoTWChrysisんtheri量で飼育

水 lmeあた り1.5万 cells/me～ 5万 cells/mwの投餌を行い､水換えは数日毎に 1.5- 2.0時間サイ

フォン(直径13m のゴム管 )で行った｡ 9月1]日～12日にホタテガイ原盤-の付着数を計数し(約35,000

個 )､ 9月25日～27日に採苗器を50m 角のネットで作ったカゴに収容 して当所沖の筏に垂下した｡ま

た水槽壁面に付着 した椎貝は10月22日～24日にパールネットに入れて沖出しした｡カゴまたはパールネ

ットに入れられた付着椎貝は翌年 4月下旬に採苗器から剥離して､当所の養成試験用および漁協の研究

会に配布する予定である｡
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